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１．はじめに
青柳まちこを会長とするミクロネシア文化調査会は，１９９４年からパラオで発掘

調査を行っている。パラオには，ケズ（禿げ山）と呼ばれるテラス状階段遺構が
バベルダオプ島をｒｌ＝Ｉ心に点在している。ケズは，かつて八幡一郎（１１）により山上
遺跡として紹介され，土方久功（１２），オズボーン（１３≒ラッキング（注４）らにより
調査されてきた。１９６０年代にケズについて詳しい調査を行ったオズボーン（ｉｌ３）は“ テラス状丘陵は，自然丘を利用し頂上から麓まで階段状にテラスを築いたもの

で，防衛機能をもつ山城であっだと報告している。一方，ベルウッド（ｉｌ５）は。“なかには１００ｍ（幅）という大規模な段丘もあるが，山城によくみられる防壁の

設備は頂上になく，…防御と農業の双方の機能を兼ねたもの ”と推測している。
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図 １ パ ラ オ の 位 置

土方（注２）などの報告を調べる
限 り ， 現 在 の パ ラ オ の 人 々 の 間
に は こ の 遺 構 に つ い て の 神 話 や
伝承はほとんど伝わっていない。
こ の よ う に パ ラ オ の ケ ズ と 呼

ば れ る テ ラ ス 状 階 段 遺 構 に つ い
て ， い つ ・ 誰 が ・ ど う い っ た 目
的 で 築 造 し た の か 十 分 な 調 査 研
究はなされていない。我々は，
１９９４年からアイメリーク州の
ＩＥｌｅｃｈｕｉ地区でテラス状階段遺構
の発掘調査を行っている。１９９５
年 の 調 査 で 第 １ 文 化 層 の 直 下 か
ら 採 取 し た ２ つ の 炭 化 木 片 に つ
い て 名 古 屋 大 学 の タ ン デ ト ロ ン
加速器質量分析計を用いて１４Ｃ年
代 を 測 定 し た 。 本 稿 で は ， こ れ
までの現地調査結果とともに１４Ｃ
年 代 値 を 報 告 し ， そ れ ら が ど の
よ う な 意 味 を 持 っ て い る の か に
ついて考察する。
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２ ． ケ ズ に つ いて
ＩＥｋｃｈｕｉ地区での発掘調査を報告する前にもう

少しケズについて説明したい。現在のところ，
パラオ政府もケズについての詳細な分布資料を
持ち合わせていない。そのため我々はフランス
の人工衛星スポットの画像を入手し，あらかじ
め調査計画をたてて，１９９５年度の調査時にセス
ナ機からビデオとカメラを用いてパラオ全島を
撮 影 し た 。 そ の 結 果 ， パ ラ オ 全 島 に お ける ケ ズ
の分布状況を明らかにした（図２）。ケズは，
カ ヤ ン ガル ・ ベ リ リュウ ・ ア ン ガ ウル を 除 く バ
ベルダオブ本島とコロールにしか分布していな
い。その中でも特にケズが多く分布している地
区は，バベルダオブ本島の南に位置し国際空港
のあるアイライと，我々が発掘調査を行ってい
る アイメ リ ー ク， ま た バ ブル ダ オ ブ 本 島 の 北 に
位 置 す る アル コ ロ ン ・ ガ ラル ド ・ ガ ラス マ オ で
ある。また，ケズのほとんどが海岸線より数百
メ ー ト ル 入 り 込 ん だ 内 側 に 位 置 レ バ ベ ル ダ オ
ブ本島の内陸部には一つも分布していないこと
がわかった。土方（・１）によると，コロールにも
ケズの存在が報告されているが，我々の調査で
は確認できなかった。
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図 ２ ケ ズ の 分布図

ケズについてはベルウッド（注５）の報告にあるように，１００ｍを越える階段状の
テラスが広がり，日本に点在する段々畑を思わせる。階段状の頂上部には，山城
のように平たい面を形成し，四角の一辺に低い土盛りのようなものを築造してい
るものもある。ケズの多くは，山の尾根線を利用して作られている。頂上部では
階段状に尾根を削り，麓の階段状のテラス部分では盛土（１６）にし，階段を形成し
ている。一地区での規模は，我々の調査しているＩＥｌｅｃｈｕｉ地区がパラオ全島で一番
広く約１ｋ❹以上の規模を持つ（図３，４）。

３ ． 発 掘 調 査 の 概 要
１９９４年の表面調査で，アイメリ一夕のＥｌｅｃｈｕｉ地区にある道で，テラス状の階段

を削り道路を作っていた崖の断面に，遺構の掘り込みを発見した。しかも，その
掘り込みから土器や剥片石器が見つかったため，この断面の上のテラス部分を発
掘する事とした。８ｍｘ６ｍの発掘区と１ｍｘ６ｍのトレンチを設定し１９９４年８
月と１９９５年８月の２回にわたり深さ２５ｃｍのところから配石遺構を掘り上げた（図
５）。発掘区のほぼｒす１心に並べられた石の中に３つの石皿が出土した。おそらく
この配石の出土した面が当時の生活面と思われる。遺物も石斧２点・敲石１点・
凹石１点・フレーク十数点・黒色で薄手の破片の土器百数十点出土した。我々は，
この配石遺構面を第１文化層とした。この第１文化層の配石の直下から炭化木片
２点（試料１-Ｃ１，１-Ｃ２）が出土した。
１９９６年８月の３回目の調査では，さらに下の層へと掘り下げていき，深さ約
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図 ３ 発掘調査地点
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図４Ｅｌｅｃｈｕｉ地区でのケズ（現況平面図）
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８０ｃｍで３つの集石炉が出土した。第１文化層からしだいに堀進めていくにしたが
い，集石炉を中心にいくつかの炭化物を採取できた。集石の下にはわずかな堀込
みを確認し，我々はこの堀込みの面を第２文化層とした。この層からは石斧２点・
石核２点・剥片石器３点・フレーク十数点・褐色もしくは赤褐色をした厚手の土
器を中心に破片百数十点が出土した。この層の炭化物の年代測定はまだ行ってい
ない。
この発掘調査で注目すべき点が大きく：２点ある。第１点は，現在のところ出土

物が，土器や石器のみで骨角器・貝製品が１点も出土していなｔハ点てある。第２
点は，第１文化層出土の土器と，第２文化層出土の土器を比較して色・厚みに違
いが認められる点である。その他にも，遺構や遺物について特記しておかなけれ
ばならない点がいくつかあるが，これらについては別稿に譲る事ととするが，パ
ラオでは，土器編年がまだ確立されていないことも付け加えておく。

図５第１文化層の平面図

４ ． 年 代 に つ いて
今回，我々は第１文化層の配石直下の２点の炭化木片（試料１-Ｃ１，１-Ｃ２）につ

いて１４Ｃ年代を測定した。年代測定の結果を表１に示す。得られた年代値は，試料
１-Ｃで１が４８０±８０ｙｒＢＰ（ＮＵＴＡ-４４９９），試料１-Ｃ２が５９０±８０ｙｒＢＰ（ＮＵＴＡ-４５００）
であり，両者はほぼ近い年代を示している。これらをＳｔｕｉｖｅｒａｎｄＰｅａｒｓｏｎ（’１１７）の樹
輪較正曲線を用いて暦年代を求めると（表１），配石遺構の年代は１４世紀末から
１５世紀初頭ではないかと推察される。１９９６年の３回目の調査で採取した炭化物は，
少なくとも第１文化層よりは古い年代が期待されるが未測定である。この試料の
１４Ｃ年代が測定されれば，第１文化層から出土した黒色の薄手の土器と，第２文化

層から出土した褐色・赤褐色の厚手の土器の時代を決定するうえで重要な資料と
なると思われる。
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表 １ 年 代 測 定 結 果
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パラオでの遺跡発掘に関連する年代値の報告例はきわめて少なく，手元にある
資料では，オズボーン（１３≒ラッキング（・４），高山純（注８）らの発掘調査で報告
されている。今回その一部と，我々が得られた第一文化層の年代について比較し
たい。高山（ｉ１１８）は，１９７７年と１９７８年の２回にわたり調査を行っているが，アイメ
リークでの発掘調査は行っていない。しかし，いくつかの調査地点の中でコロー
ルでの発掘調査で年代測定のためのサンプリングを行っている。地点ＴＰ-１０の層位
Ｖ（深さ１３０ｃｍ）と地点ＴＰ-１２の層位ＶＩ（深さ１７０ｃｍ）の年代値は，それぞれ４２０
±８０ｙｒＢＰ（Ｎ-３２８９），５５５±７５ｙｒＢＰ個-：３１１４）であり，我々の第１文化層で得
られた年代と近い値を示しているが，深さにおいて我々の調査地点よりも約６倍
もある。
ラッキング（注４）もアルモノグイのぇ．Ｊｌｕａｎｇ地区で民族・考古学的調査をおこない，

発掘調査で出土したサンゴ試料について年代測定をおこなった。ラッキング（注４）
は，１点が７～１０ｃｍの深さで２８５±７５ｙｒＢＰと２点目が深さ２０ｃｍで４２０±７５ｙｒＢＰ
の年代値を得ている。この結果から，１６００年頃ごろｌユ１ｕａｎｇ地区に人が住みつき始
めたと推定している。
今回我々の得られた年代と，この２つの例は，場所が大きく離れ，高山（注８）の

調査した遺跡の場合，ケズではないので遺跡の性格も違うため単純に比較するこ
とはできない。しかしどちらの場合にしても，現在のパラオにおける発掘調査か
ら得られた年代測定資料では，ケズは紀元前といった時代に築造されたものでな
く。約１０世紀ぐらいから１６世紀にケズを築造，もしくは生活し始めたのではない
かと思われる。
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